
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんぐる 

たぶんかギャラリー ＜カメルーン＞ 

【ワールドカップ ブラジル戦でカメルーン代表が活躍】 
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                                       代表 枦木 典子 

コロナ禍の 2022年も、あとわずかで過ぎようとしています。相変わらずマスクをつけた生活が続いています

が、たぶんかフリースクールでは、校外での体験活動の実施など、徐々に活動のはばが広がり、教室の生徒たち

の声も賑やかになってきました。 

 昨年 9月の荒川区内での事務所移転後、2022 年度 4月は、荒川校 2クラス、杉並校 1クラスでの学習が始ま

りました。さらに、その後の入国緩和により、各校とも来日後の学習場所を求める相談が相次ぎ、クラス増、定

員いっぱいの受け入れ状況となっています。現在、両校合わせて 40名を超える生徒が在籍しています。 

しかし、一方  11 月に来日したばかりです。日本語を勉強して、高校に行きたい。入室したい」等の学齢を超

えた外国ルーツの子どもたちの相談は、12 月になっても続いています。来年 1 月、東京では外国籍生徒の特別

な在京枠入試が始まります。この特別な入試にチャレンジするには、①外国籍であること、②9年の学校教育修

了か令和 5 年 3 月修了予定、③保護者と共に都内在住（中 3 生は来日 3 年以内）などの資格要件があります。

都内公立小中学校に在籍する外国にルーツを持つ児童生徒数が増え続けている中、日本語支援を必要とする子ど

もたちが、高校進学、高校卒業、そしてその先の扉を開けられるように制度を改善することは急務です。国籍を

問わないこと、来日3年以内の期間を広げることでより多くの子どもたちが、学びの機会を広げ、夢を持ち活躍

することができます。 

 令和 4年度改訂の国の  外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」では、ライフステージ・ライフサイ

クルに応じた支援として  公立高等学校入学者選抜において外国人生徒を対象とした特別定員枠の設定及び受検

に際しての配慮の取組の推進」を計画期間令和8年までということで打ち出しています。 

地域によりさまざまな状況がありますが、国籍を問わず、すべての子どもたちに教育の機会が保障されるため、

早期に実行されることを要望したいと考えます。 

……………………………………………………………………………………………………………………………… 

わたしのくに 紹介 ～カメルーン共和国～ 

  今号の表紙の絵は、たぶんかフリースクール荒川校のBくんが書いてくれました。Bくんはカメルーン共和

国の出身で、自分の国のことを紹介してくれました。 
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カメルーンは、アフリカ大陸の南西部

にあります。 

 自然ゆたかな国で、自然保護区には、

たくさんの動物がいます。 

コロナ禍の中、温かいご支援をありがとうございました！ 

 



 

2022 年 10 月に、令和3（2021）年度 日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」の結果の

確定版が、文部科学省から公表されました。これは、日本語指導が必要な児童生徒の教育を充実させていくた

めに、公立の小・中・高等学校等における日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況等を調査したものです。

2012 年から 2年ごとに実施されてきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて2020年は調査が

実施されず、2021 年に再開しました。コロナ禍での状況の変化や課題について、概要をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆まとめ 

都内の公立小中学校に在籍する外国籍児童生徒数は増加を続け、特に小学生はコロナ禍であっても約 3,000

人と増えています。また、2021年の日本語指導が必要な外国籍児童生徒は、小中学校合わせて約2,800 名で

す。そのうち、日本語学級で学んでいる小中学校児童生徒は 1,028 人で、日本語指導を必要とする外国籍児童

生徒数全体の36パーセントに過ぎません。東京では、日本語指導が各区市町村独自の体制で進められており、

その実態は見えていません。どの地域に住んだら十分な日本語指導が受けられるかという地域格差の問題は、

児童生徒数の増加している中、行政の取り組む喫緊の課題です。 

<都内の公立学校に在籍する児童生徒数の推移について> 

◆グラフ① 都内の公立小中学校に在籍する、外国籍児童生徒数 

・小学生 9,793 人（2018年）→ 12,966 人（2021年） 

・中学生 3,421 人（2018年）→  4,168 人（2021年） 

※国外に転居後、日本に帰国して学校に在籍する日本籍の児童生徒

数(帰国児童生徒数)…小学生 1,489 人、中学生 335 人（2021 年） 

◆グラフ③ 都内の公立小中学校に設置されている日本語学級に 

通級・在籍する児童生徒数 

・小学生    636 人（2018年） → 622人（2021 年） 

・中学生(昼間) 327 人（2018年） → 312人（2021 年） 

中学生(夜間) 141 人（2018年） →  94 人（2021 年) 
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数字で見る、外国にルーツを持つ学齢期の児童生徒と日本語指導 

・・・ コロナ禍の東京都の状況 ・・・ 

◆グラフ② ①のうち、日本語指導が必要な外国籍の児童生徒 

・小学生 1,857 人（2018年）→ 2,053 人（2021年） 

・中学生 1,027 人（2018年）→  797 人（2021 年） 

※日本籍の児童生徒…小学生695人、中学生 205 人（2021年） 

(グラフは文部科学省による各年度の「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等

に関する調査」及び「公立学校統計調査報告書【学校調査編】」より作成) 
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① 9月 24日（土） オンライン交流 

 ＵＢＳグループの社員ボランティアさんと、オンラインで交流イベントをしました。生徒たちはグループに分

かれ、それぞれにテーマを決めて、スライドと原稿を用意して発表の準備をしました。自分たちの国の料理や有

名な歌手 ・アイドル、好きなゲームといったテーマから  インターネットを使用するメリットについて」という

難しいものまで様々ありました。グループのメンバーで役割分担をし、パソコンを使い慣れている生徒が他のメ

ンバーを手助けしながら、発表の準備を進めました。当日、生徒たちは緊張しながらも、それぞれが担当する部

分できちんと自分の役割を果たしていました！その後、発表したことについてボランティアさんと話を深めたり、

一緒にゲームを楽しんだりするなどして、実りのある 

交流をすることができました。 

UBS グループのみなさま、ありがとうございました。 

 

 

② 10月 22日（土） 防災館 体験学習 

 株式会社セールスフォース・ジャパンの社員ボランティアさんと東京消防庁の防災館に行きました。荒川校の

生徒は本所防災館、杉並校の生徒は池袋防災館と 2 か所に分かれて防災体験ツアーに参加しました。AED の使

い方を学んだり、震度７の地震の揺れを体感したり、そのほかにはVRゴーグルをつけて火事や地震の現場を疑

似体験もしました。消火体験では、消火器の使い方の他にも、国によって消火器のピンの位置が違うといった話

題も出てきて、新たな発見がありました。 

 セールスフォース・ジャパンのみなさま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋学期の行事 
～支援企業との交流～ 

VR を見ていると、地震の時に地面にぶつかる家具

をたくさん見たので、家に帰って、すぐに窓の前の本

棚を移しました。 

初めて日本の消火器がどのように使われている

か、私の国とどのような違いがあるのかを学びまし

た。これはとても良い経験だと思います。 (Sさん) 
(VRゴーグルで地震の映像を見ている時、) わたしは 

ほんとうに こわくて、きんちょう していました。(Rさん) 

生徒たちがこだわって作ったスライド 



たぶんかフリースクール荒川校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たぶんかフリースクール杉
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たぶんかフリースクール杉並校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の生徒は、コロナで来日が遅れ母国で不安を募らせていたと思います。そして、文化や言葉の違う日

本で友達はできるだろうかととても心配だったとある生徒が言っていました。しかし、彼らは現在、受験準

備で忙しい毎日を過ごしています。希望校の見学、説明会、そして模擬テストへの挑戦、英検などです。 

現在、荒川校では、ナイジェリア、カメルーン、パキスタン、タイ、フイリピン、中国、ネパールの生徒

仲良く生活しています。フリースクールで巡り合った仲間は、一生大切な友

達になるだろうと思っています。 

母国で来日してからの生活に不安を感じていた彼らは、友達を作るには国

の違いなど全く関係ないと実感

しています。高校では、日本人の

友達が待っています。 

希望校に合格して、来年は桜の

花を咲かせましょう。 

【講師 山田】 

7 月下旬と 9 月下旬に 2 つのクラスがスタートしました。生徒の出身はネパール、ミャンマー、中国から

の学生です。クラスが増えたことで、学校全体が明るい雰囲気に包まれています。4月からスタートしている

日本語１の学生は昼休みの遊びに誘うなど先輩らしい思いやりも見られました。 

9 月は現役高校生による日本の高校紹介、支援企業との zoom 交流会、10 月は池袋防災館で災害学習な

ど、活動を通して新しいことを学ぶ、すでに知っていることを日本語で伝えるなど、学生自身が持つ得意な

ところを活かしながら活動することができました。思ったように伝えられない歯痒さ、積極的に質問ができ

た喜びなど、学生自身が様々な思いを抱き、成長へとつながる機会となりました。 

10 月中旬からは高校説明会の関心が高まってきま 

した。志望校をすでに決めている学生もいて、積極 

的な姿勢も見られるようになりました。自発的な行 

動から、できることを増やし自信をつけて、高校進学 

に向けより一層頑張ってもらいたいと思います。 

【講師 江口】 9/24 オンライン交流授業にむけて準備中 

授業の後は、掃除をします 
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➀ 荒川区・・・ハートフル日本語適応指導事業 

 

 

たぶんか放課後教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 東京都・・・多文化共生スクールサポートセンター 
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2022 年 9 月からハートフルの補充教室の担当になりました。補充教室は週３回、17:30～19:30 で、日

が短い冬場は暗くなってからの勉強です。対象は主に中学生ですが、９月には小学５年生も１人いました。 

 ９月は、モンゴル、ネパール、中国にルーツを持つ生徒が 5 名勉強に来ていました。移動教室、運動会、

自分の国の行事、友達などについて作文を書き、発表してくれたので、最近の中学校の様子や、まだ行った

ことのない国について知ることができました。生徒は皆日本の学校生活を楽しんでいます。移動教室の時の

記念写真を持ってきて、嬉しそうにクラスや先生を紹介した生徒もいました。補充教室の生徒の共通語はレ

ベルが異なる日本語です。それでも、自分の体験を友達とシェアしました。皆臆することなく口を開いて話

の輪に参加していました。 

3 か月の補充教室では、十分なフォローはできませんが、今後は学校の 

友達が彼らの日本語をサポートしてくれるものと信じております。 

 【講師 建木】 

東京都教育委員会との協働事業として 多文化共生スクールサポートセンター」が発足して半年余りが過

ぎました。準備期間が短かったこともあり、4月当初は混乱することもありましたが、最近はようやく落ち着

いて、各校の実情に合った支援が行えるようになってきつつあるところです。 

実際に支援にあたっているのは、これまでも各校で支援にあたってきた方たちを中心としたスクールサポ

ーターの皆さんです。放課後の日本語補習をはじめとして、夏休みの補習や教科学習の手伝い、進路指導な

ど、各校ごとに様々な支援を行っています。 

先日、各校で活動している皆さんに呼び掛けて、初めての サポーター連絡会」をオンラインで行いまし

た。各校からの報告を中心に活発な交流を行いましたが、そこで明らかになったのは、各校ごとに支援の内

容に大きな違いがあるということです。今後それぞれの学校の活動の良い点を取り入れて、全体としてより

質の高い支援が行えるように取り組んでいきたいと思います。 

【コーディネーター 小綿】 
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2021 年 9 月から始まった放課後教室は 2 回目の冬を迎えました。これまでたくさんの主に中学生が参加

しています。来日したばかりで日本語が十分でない生徒、学校での教科学習が難しい生徒、また多文化のフ

リースクールに入学待ちの間にひらがなだけ勉強するという生徒もいました。短ければ数回、長い生徒は初

回からずっと参加しています。一緒に活動している東洋大学社会学部村上ゼミの学生さんが今年度は 18 人

に増えて、毎回5～6人が来てくれています。昨年度は手探りでとまどうことも多い活動でしたが、今は良い

支援のペースができてきました。生徒からの質問に答えるため、学生さんたちが常に準備、努力をしてくれ 

ることは本当にありがたく思います。また、

何を勉強してよいかわからなかった生徒た

ちが、徐々に学校の課題や試験勉強に自分か

ら取り組むようになったことは大きな成果

です。中学校在籍の外国ルーツの子供達が抱

える問題を理解し、現状に合った支援をこれ

からも続けたいです。   【講師 石塚】 

 

 

新型コロナウイルスへの社会的対応が落ち着いてきたり入国規制が緩

和されたりしたことを受けてか、最近はまた学習者が増えてきました。

一時期は日によってはボランティアの数が多く、学習者一人にボランテ

ィアが二人つくこともありましたが、最近は一対一が基本です。 

学習者は中国やネパールなどの出身者が多いように感じます。日本語レベルはまちまちですが、こちらが

疲れてしまう程の集中力で取り組む子供たちには頭が下がります。私たち自身が普段から当然のように使っ

ている日本語は、なぜそうなるのかを論理的に伝えることが難しいこともあります。ただ、自分自身が海外

に住んでいた時のことを思い返すと、お店で働いている人などと話す機会はあるものの、用件を伝えること

に精一杯で習ったばかりの単語や文例を試してみる余裕は余りありま 

せんでした。少し言い訳にもなりますが、個人的にはしっかり話を聞 

いて対話するということだけでも少しはお役に立てるのかなと思って 

取り組んでいます。 

親御さんの都合もあり来日する子供たちが日本で育ってよかったと 

将来思ってくれるように、事務局や他のボランティアの皆さんとこれ 

からも学習支援に取り組みたいと思っています。【ボランティア 鈴木敦】 
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